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尚今回の発声指導法は､｢姿勢と呼吸｣の指導を予め行なったことを前提として述べるこ
ととする｡




















を利用する｡但 し無理に軟口蓋を引き上げると､鼻腔共鳴は失われ､声は硬 く感 じられる｡
また､咽頭を下げることのみに気を使うと､ヴォリュームは出ても共鳴のないのど声になっ
てしまう｡それぞれの状態は自然に作 られるべきものである｡そ して､鼻の奥あるいは両


























こえるが､その繰 り返 しの練習 (譜例 1)は､一見子音をはっきりと発音 させるための練
習に思える｡
(譜例 1) ‡ j j j l j j j H
F P K F P K
しかし､｢開いた状態｣でこの練習を行 ってみると､別の目的が見えてくる｡

































































うに感 じられる｡(図 4-(臥 図 5-(∋)
b)吸気の量が充分であり､投げかける意識がある場合でも､開いた状態が取 られな
い場合､｢P｣は唇の先で発せられる｡ この場合 ｢P｣音は力のない音として聞こえ
る｡その軌跡は投げ手の目前で消滅するように感 じられる.(図 4I(9､図 5-㊨)
C)吸気の量が充分であり､投げかける意識があり､口腔から下咽頭にかけてのみ開
いた状態が取 られた場合､｢P｣は唇で発せ られた後､上歯の根元まで広がる｡ こ
の場合 ｢P｣音ははっきりとした音として聞こえるが､硬さと暗さを伴 う｡その軌
跡は投げ手に向かい､真直ぐに行 くが､乱暴に感 じられる｡(図 4-(D､図 5-(∋)
d)吸気の量が充分であり､投げかける意識があり､鼻腔空間に至る､充分に開いた
状態が取 られた場合､｢P｣は唇で発せ られた後､上顎に広がる｡ この場合 ｢P｣
音は明るくはっきりとした音として聞こえる｡その軌跡は柔 らかな弧を措いて､
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母音を変化させての発声練習

















第 2のポイントは､｢ア-オ-ウ｣｢ア-エ-イ｣｢ア-オー ウ-オ- ア｣｢ア- エーイ-
ェ-ア｣等､口腔内の状態を変えずに､唇や舌を少 しずつ変化 させる母音の組み合わせを






12)指導者､受講者 1､受講者 2の順番で､言葉を次の人に向か って弧を描 くように発 し
てゆく｡(譜例 5)








ここで重要なことは､言葉の一昔一昔を､同 じ高さで､明 るく軽 いスタカー トを用 いて
発することである｡
そ して､指導者は自由な言葉を用いることができるが､で きるだけ受講者 にとって 日常
的な言葉であることが望ましい｡
それにより､受講者は日常の会話で使われる言葉を感 じなが らも､｢歌いなが ら話す気分｣
になり､｢日常発声｣ と ｢声楽発声｣の違いを自然と感 じ取 り､｢開 いた状態｣で言葉を発
する､すなわち言葉を歌 うことができるようになる｡
この時の歌声は､｢開いた状態｣を作ることにより､喉か らの声ではな く､共鳴のある明
るい声になっている｡ また､言葉は､口腔内の変化のない母音が繋げ られ ることにより､







前述の母音による発声練習では､スタッカー トを用いて､明 るく軽 い音 を出す練
習を行なった｡
ここでは､｢余韻を残 しなが ら｣連続 して歌わせてゆく､すると ｢fp(フォルテ ピ
アノ)｣の状態が作 られる｡そ して連続することにより､ ピアノか らフォルテへの
繋が りが生まれる｡結果として､音色や共埠 (響 き) を失わずに､強弱が自由に
表現できるようになる｡(語例 6)
Li) fb fi) Q)
(譜例 6)
ア ア ア ア
50 長崎大学教育学部紀要 教科教育学 NA35(2000年)
応用例2)母音による発声練習の応用Ⅱ
前述の ｢余韻を残 しながら｣の練習に加え､｢音の出だしの強さを､次の音まで伝
ぇる｣よう指導する. これにより､音がテヌー ト気味になり､ レガー トな音を歌
えるようになる｡(譜例 7)
> > > >
(甜例 7)





(譜例 8) 実 際 に 歌 う 音
考える(イメージする)育
ア
> > > >




歌う練習を行なう｡ これにより､喉で音程を ｢歌い分ける (生み出す)｣感覚では









前述の練習の後に､現在受講者が練習をしている楽曲の ｢歌詞｣を使 って､同 じ
練習を行なう｡その ｢歌詞｣を発する感覚が残っている間に､旋律 (音程)を付





講者自身にはその感覚が持てないことも付記 してお く｡ それは喉か らの声ではな
く､外に向かって自然な声を出す為､骨伝導によって聞 こえて くる音を失 って し















何故なら､彼 ら合唱部貞自身もレヴェルの低さを感 じているものの､ その劣等感を跳ね
返そうと努力 している姿が目にとって分かったからである｡













必ず しも合唱を歌 うことを希望 して集まった訳ではなく､突然訪れてきた謎の指導者に
恥 じらいを感 じる様子であった｡
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実際の音を聞 くことも､その様子を見ることもできない文面上で､ 発声指導法 を述べ る
ことは､筆者自身心苦 しい限 りであった｡
その為､指導の様子や指導の中で生 じる音を､できる限 り想像で きるよ う､ 図や譜例を
挿入 したっ もりである｡
尚､ これ らの発声指導法は､筆者が長崎大学教育学部に採用 された ことを きっか けと し
て､教員養成学部の中で学生達 に何を教育 していくか､筆者 自身 に問いただ した結果を受
け､まとめられた内容でもある｡
註釈





(註4)酒井 弘 ｢新版発声の技巧とその活用法｣ :60,音楽之友社,1974年
